
 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

                

 え
い 

先
駆
け 

軍
事
演
習 

軍
事
演
習(

M
ilita

ry
 
e
x
e
rcis

e
, 

W
a
r 

g
a
m

e)

と

は
、
軍
隊
や
艦
隊
が
実
戦
の
状
況
を
想
定
し
て

行
う
訓
練
の
こ
と
で
、
実
働
演
習
、
机
上
作
戦

演
習(

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン)

が
あ
り
ま
す
。
演

習
は
、
兵
士
の
育
成
、
兵
器
の
運
用
テ
ス
ト
や

そ
の
評
価
、
作
戦
計
画
・
行
動
計
画
が
現
実
に

機
能
す
る
の
か
ど
う
か
の
確
認
な
ど
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒⅡ

世
の
命

令
に
よ
っ
て
、
1740
年
頃
か
ら
行
わ
れ
た
プ
ロ

イ
セ
ン
軍
の
演
習
が
、
最
初
の
演
習
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
普
仏
戦
争(

1870~

1871)

で
の
プ
ロ
イ

セ
ン
の
勝
利
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
が
続
け
て
き

た
軍
事
演
習
の
積
み
重
ね
の
成
果
が
現
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
、
以
後
、
軍
事
演
習
は
各
国

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

20
世
紀
に
入
る
と
、
軍
事
演
習
の
中
で
の

兵
士
の
反
応
や
行
動
な
ど
も
研
究
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
冷
戦
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
ソ

連
の
核
戦
争
を
想
定
し
た
机
上
作
戦
演
習
を

し
ば
し
ば
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
代
の
軍
事
演

習
は
、
複
数
の
国
家
間
で
行
う
も
の
も
多
く
、

多
国
間
で
の
軍
事
演
習
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
や

作
戦
の
違
い
な
ど
を
互
い
に
確
認
し
て
、
実
戦

時
に
よ
り
良
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す(

環
太
平
洋
諸
国
が

参
加
し
て
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
隔
年
で
実
施
さ

れ
て
い
る｢

リ
ム
パ
ッ
ク 

R
im

-P
a
cific｣

と
言
わ

れ
る
環
太
平
洋
合
同
演
習
が
、
そ
の
一
例
で

す)

。
ま
た
、
軍
事
演
習
の
本
来
の
目
的
以
外

に
、
軍
事
的
に
緊
張
関
係
に
あ
る
関
係
国
へ
の

示
威
行
為
と
し
て
行
わ
れ
る
要
素
も
多
分
に

含
ま
れ
て
い
ま
す(

米
韓
合
同
軍
事
演
習
な

ど)

。
更
に
、
近
年
で
は
テ
ロ
対
策
に
関
す
る

軍
事
演
習
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

陸
軍
特
別
大
演
習 

旧
日
本
陸
軍
の
演
習
に
は
、
諸
兵
連
合
演
習
、

師
団
秋
季
演
習
、
師
団
対
抗
演
習
、
各
兵
種
特

別
演
習
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
大
規
模

な
も
の
が
特
別
大
演
習
で
し
た
。
こ
の
演
習
は
、

天
皇
の
統
監(

全
体
を
統
轄
し
監
督
す
る
こ
と
。

特
に
、
政
治
・
軍
事
に
つ
い
て
言
う)

の
も
と

に
、
原
則
と
し
て
毎
年
１
回
行
わ
れ
る
も
の
で
、

２
個
以
上
の
師
団
を
対
抗
さ
せ
、
更
に
他
の
部

隊
も
適
宜
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
数
は
４
日
間

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
勅
命
を
発
し
て
、
皇
太

子
に
統
監
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
軍
司
令
官
に
は
、
勅
命
に
よ
り
大
将
ま
た

は
中
将
が
任
命
さ
れ
ま
し
た(

乃
木
希
典
、
秋

山
好
古
、
田
中
義
一
、
宇
垣
一
成
、
阿
部
信
行

な
ど
が
軍
司
令
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す)

。 

陸
軍
の
特
別
大
演
習
は
、
1892(

明
治
25)

年

10
月
22
日
、
近
衛
、
第
一
、
第
二
の
３
個
師

団
の
参
加
の
下
に
宇
都
宮
で
実
施
さ
れ
た
も

の
が
最
初(

最
初
の
海
軍
大
演
習
は
1889
年
、
東

京
湾
で
行
わ
れ
ま
し
た)

で
、
明
治
天
皇
が
統

監
し
、
26
日
に
は
観
兵
式
（注１）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

以
後
、
1898
年
か
ら
1936
年
ま
で
ほ
ぼ
毎

年
実
施
さ
れ
、
茨
城
県
で
は
1907
年(

大
本
営
（注２）

は
結
城
高
等
小
学
校)

、
1918
年(

大
本
営
は
栃

木
県
立
栃
木
中
学
校)

と
1929
年(

大
本
営
は
茨

城
県
庁)

と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

(注１)
観
兵
式 

旧
日
本
陸
軍
で
、
天
長
節(

天
皇
誕
生
日)

・
陸
軍

始(

１
月
８
日)

・
特
別
大
演
習
な
ど
の
時
に
、
軍
隊

を
整
列
さ
せ
て
天
皇
が
観
閲(

軍
隊
な
ど
の
状
況
を

査
閲
す
る
こ
と)
し
た
儀
式
。
閲
兵
式
と
分
列
式
に
分

か
れ
、
軍
部
隊
が
整
列
し
、
閲
兵
を
受
け
、
の
ち
分

列
行
進
し
て
そ
の
威
容
を
内
外
に
示
す
目
的
で
行
わ

れ
た
。 

(注２)
大
本
営 

日
清
戦
争
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
戦
時

中
に
設
置
さ
れ
た
日
本
陸
海
軍
の
最
高
統
帥
機
関
。

天
皇
の
命
令(

奉
勅
命
令)

を
大
本
営
命
令
と
し
て
発

令
す
る
最
高
司
令
部
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。
日
清

戦
争
と
日
露
戦
争
で
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
終
戦
後

に
解
散
し
た
。
日
中
戦
争
で
は
戦
時
外
で
も
設
置
で

き
る
よ
う
改
め
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
、
太
平
洋
戦
争
終

結
ま
で
存
続
し
た
。
連
合
国
か
ら
は｢

Imperial
 

General Headquarters｣

と
呼
ば
れ
た
。
な
お
、
陸
海

軍
連
合
大
演
習
・
陸
軍
特
別
大
演
習
に
お
い
て
は
、

司
令
部
で
は
な
く
、
天
皇
行
幸
の
行
在
所(

あ
ん
ざ
い

し
ょ)

を｢

大
本
営｣

と
称
し
た
。 

結
城
地
方
で
の
陸
軍
特
別
大
演
習 

1907(

明
治
40)

年
11
月
、
陸
軍
特
別
大
演
習

が
、
栃
木
県
南
部
か
ら
茨
城
県
西
部
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
近
衛
、
第
一
、
第
三
、
第
十

五
の
４
個
師
団
を
中
心
と
し
て
、
ほ
か
に
騎
兵

旅
団
・
砲
兵
旅
団
・
特
設
部
隊(

電
話
隊
・
気

球
隊
・
工
兵
隊)

も
加
わ
り
、
参
加
兵
士
の
数

は
51102
を
数
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
隊
が

南
北
両
軍
に
分
か
れ
て
、
演
習
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
大
本
営(

行
在
所)

は
、
結
城
町
の
結
城

高
等
小
学
校(

現
結
城
小
学
校)

に
設
け
ら
れ
、

11
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
の
７
日
間
、
明
治

天
皇
を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
以
下
の
政
府

高
官
、
軍
首
脳
が
結
城
に
滞
在
し
、
行
在
所
で

執
務
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た(

こ
の
大
本
営
の

た
め
に
、
結
城
郵
便
局
に
は
県
内
で
最
初
に
電

話
が
開
通
し
、
近
隣
で
話
題
と
な
り
ま
し
た)

。

こ
の
時
の
結
城
町
民
の
奉
迎
の
様
子
を
『
結
城

の
歴
史
』(

結
城
市
発
行)

で
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。 

｢

こ
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
結
城
小

学
校
を
は
じ
め
と
し
て
中
心
地
域
住
民
の
準

備
作
業
は
７
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、

各
戸
の
徹
底
し
た
清
掃
と
飲
料
用
の
井
戸
払

い
が
指
示
さ
れ
た
。
大
本
営
の
建
物
は
、
宮
内

省
内
匠
寮(

た
く
み
り
ょ
う)

の
設
計
に
基
づ
い
て
用

意
さ
れ
た
が
、
天
皇
行
在
所
に
つ
い
て
は
床
下

と
な
る
土
を
約
７
㎝
の
深
さ
ま
で
削
り
取
り
、

平成２８年６月１４日 
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陸軍特別大演習と土浦中学生 １ 

陸軍の特別大演習は、1892(明治 25)年に最初に実施された後、

1898(明治 31)年から 1936(昭和 11)年まで全国各地で展開され、茨

城県では、1907(明治 40)年、1918(大正７)年と 1929(昭和４)年に

行われています。特別大演習には天皇が行幸し統監されることが多か

ったため、演習のみならず様々な行事が組み込まれ、演習地となった

県では県民総出で大演習に当たりました。 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

 

大
本
営
と
な
っ
た
結
城

高
等
小
学
校(

右)

と
明

治
44

年
に
町
民
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
記
念

碑
『
駐
蹕
之
遺
蹟
』

(

上
・
現
結
城
小
学
校
前) 



 

 

消
毒
し
た
上
乾
燥
し
た
土
砂
と
入
れ
替
え
た
。 

建
物
に
つ
い
て
も
、
ホ
ル
マ
リ
ン
散
布(

24

時
間
密
閉)

の
後
、
開
放
し
て
日
光
乾
燥
後
カ

リ
石
鹸
の
熱
湯
液
で
洗
浄
、
再
び
ア
ル
コ
ー
ル

と
薬
液
に
よ
る
洗
浄
を
し
、
更
に
日
光
乾
燥
と

い
う
作
業
が
続
け
ら
れ
た
。
皇
族
の
宿
泊
所
も

こ
れ
に
準
じ
た
。
政
府
高
官
や
軍
首
脳
の
宿
舎

に
は
町
内
有
力
者
の
住
居
や
別
荘
が
あ
て
ら

れ
た
が
、
演
習
参
加
将
兵
の
宿
舎
と
し
て
は
、

一
般
の
民
家
が
割
り
振
ら
れ
た
。 

こ
の
一
般
軍
人
宿
泊
所
に
つ
い
て
は
、
井
戸

と
便
所
の
清
掃
、
腐
敗
し
た
も
の
や
消
化
の
悪

い
も
の
を
除
い
た
食
事
、
日
光
乾
燥
し
た
夜
具

の
準
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
町
民

の
中
に
は
、
金
銭
・
労
力
と
も
に
負
担
を
感
じ

た
者
が
い
る
一
方
、
『
国
家
に
奉
公
す
べ
き
時

は
こ
の
時
な
り
と
の
意
気
込
み
』
で
、
畳
・
座

布
団
・
夜
着
布
団
を
新
調
す
る
者
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
結
城
・
下
館
・
古
河
の
呉
服
店
で
は

綿
や
布
団
地
な
ど
が
品
切
れ
に
な
る
ほ
ど
だ

っ
た
し
、
畳
や
布
団
を
作
る
職
人
た
ち
に
も
注

文
が
殺
到
し
た
と
『
い
は
ら
き
新
聞
』(

８
月

23
日)

が
伝
え
て
い
る
。｣ 

大
演
習
は
11
月
５
日
、
参
加
師
団
の
移
動
、

集
合
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
６
、
７
、
８
日
は

旅
団
を
単
位
と
す
る
演
習
が
県
内
各
地
で
実

施
さ
れ
、
九
重
村
広
岡(

現
つ
く
ば
市
広
岡)

付
近
で
も
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
南
北
両

軍
の
遭
遇
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
９
日
は
休

息
日
。
10
日
に
は
特
別
部
隊
も
到
着
し
、
12
日

ま
で
岩
間
、
石
岡
地
方
な
ど
県
内
各
地
で
師
団

演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
13
、
14
日
に
各
部

隊
は
大
演
習
の
指
定
地
点
に
移
動
、
14
日
の

16
時
に
明
治
天
皇
が
結
城
駅
に
到
着
、
大
本

営
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
天
皇
の
統
監
の
も

と
15
日
か
ら
18
日
ま
で
大
演
習
が
実
施
さ
れ
、

19
日
に
観
兵
式
を
挙
行
し
、
20
日
に
天
皇
が

還
幸(

天
皇
が
出
先
か
ら
帰
る
こ
と)

さ
れ
、
部

隊
も
順
次
帰
営
し
ま
し
た
。 

       

特
別
大
演
習
観
兵
式
拝
観 

土
浦
中
学
で
も
幸
津
校
長
以
下
、
職
員
生
徒

一
同
が
大
演
習
を
見
学
、
観
兵
式
を
拝
観
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
状
況
が
学
校
沿
革
誌
に

は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

○
11
月
11
日 

 
石
岡
方
面
ニ
於
テ
機
動
演
習
見
学
ヲ
ナ
ス 

○
11
月
13
日 

 

本
県
下
下
館
町
付
近
ヲ
中
心
ト
セ
ル
特
別

大
演
習
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
ニ
ヨ
リ
学
校
長
幸
津

國
太
郎
ハ
演
習
地
結
城
町
ヘ
出
張
接
待
係
ヲ

命
ゼ
ラ
ル 

○
11
月
18
日 

 
 

真
壁
郡
伊
讃
原
ニ
於
テ
大
観
兵
式
ヲ
行
ハ

セ
ラ
ル
ル
ニ
ヨ
リ
拝
観
ノ
為
メ
職
員
生
徒
一

同
下
妻
ニ
向
テ
出
発 

同
町
ニ
宿
泊
ス 

○
11
月
19
日 

 

本
日
午
前
二
時
三
十
分
下
妻
町
出
発
同
六

時
三
十
分
伊
讃
ノ
原
ナ
ル
観
兵
式
場
ニ
到
達

ス
午
前
九
時
二
十
分 

陛
下
御
臨
場
閲
兵
式

及
ビ
分
列
式
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
同
日
ハ
北
条
町

ニ
宿
泊 

翌
二
十
日
帰
校
ス 

し
か
し
大
演
習
期
間
中
に
新
聞
沙
汰
と
な

る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
事
件
は
『
い

は
ら
き
新
聞
』
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
顛
末
で

す
。 11

月
８
日
朝
、
九
重
村
か
ら
通
学
し
て
き

た
生
徒
が｢

昨
夜
軍
隊
が
宿
営
し
て
い
た
。
今

日
広
岡
原
で
演
習
が
あ
る
は
ず
だ｣

と
話
を
す

る
と
、
生
徒
た
ち
は｢

ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い｣

と
騒
ぎ
出
し
ま
し
た
。
９
時
か
ら
１
時
間
目
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
38
式
野
砲
の
砲
声
や
機

関
銃
の
銃
声
が
相
交
わ
っ
て
聞
こ
え
て
く
る

と
、
生
徒
た
ち
は
授
業
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
10
時
に
１
時
間
目
が
終
わ
る
と
、

５
年
生
た
ち
は
相
談
の
結
果
、
組
長
た
ち
が
受

持
の
先
生
に
交
渉
し
て
演
習
見
物
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
に
決
し
、
10
時
10
分
に
２
時
間

目
が
始
ま
っ
て
も
５
年
生(

中
７
回)

は
教
室

に
入
ら
ず
、
先
生
と
の
交
渉
が
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
方
は
11
日
に
石
岡
地
方
で
の
演
習

を
全
校
で
見
学
に
行
く
こ
と
を
ほ
の
め
か
し

(

演
習
機
密
に
当
た
る
た
め
、
具
体
的
に
は
伝

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た)

、｢

本
日
は
見
合
わ
せ

よ｣

と
説
得
し
ま
し
た
が
、
折
か
ら
砲
声
銃
声

が
し
き
り
に
聞
こ
え
て
く
る
と
、
血
気
に
は
や

る
５
年
生
全
員
45
名
は
先
生
方
の
制
止
も
聞

か
ず
、
つ
い
に
10
時
30
分
頃
正
門
よ
り
列
を

な
し
、
駆
け
足
で
飛
び
出
し
て
行
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
５
年
生
た
ち
は
広
岡
原
ま
で
駆
け
つ

け
ま
し
た
が
、
一
戸
少
将
の
率
い
る
歩
兵
第
一

旅
団
の
第
一
種
演
習
は
終
了
、
部
隊
は
宿
営
地

の
土
浦
町
へ
移
動
し
た
後
で
し
た
。
生
徒
た
ち

は
馬
鹿
馬
鹿
し
い
や
ら
、
が
っ
か
り
す
る
や
ら

で
、
荷
物
を
取
り
に
学
校
に
戻
っ
た
生
徒
も
数

名
お
り
ま
し
た
が
、
他
の
生
徒
は
そ
の
ま
ま
帰

宅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

８
日
当
日
、
幸
津
校
長
は
県
庁
に
出
張
中
で
、

９
日
の
午
後
４
時
頃
帰
校
す
る
と
早
速
、
夕
刻

よ
り
夜
に
か
け
て
の
職
員
会
議
で
処
分
を
協

議
し
、
停
学
１
週
間
に
決
定
し
ま
し
た
。
10
日

は
日
曜
日
、
11
日
は
全
校
生
徒
が
予
定
の
如

く
石
岡
町
付
近
に
お
け
る
歩
兵
第
一
、
第
二
旅

団
の
対
抗
演
習
を
参
観
し
た
た
め
、
12
日
午

前
９
時
に
５
年
生
45
名
を
校
長
室
に
集
め
、

停
学
の
宣
告
と
こ
れ
に
対
す
る
諭
告
を
行
い

ま
し
た
。
前
年
秋
の
、
所
謂｢

ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事

件｣(

本
紙
月
刊A

ca
n

th
u

s

第
３
号
〔
平
成
20
年
６

月
刊
〕
参
照)

で
は
、
遣
沢
恒
猪
校
長
が
責
め
を

負
い
辞
表
を
提
出
し
て
、
秋
田
県
立
大
館
中
学

校
に
転
任
、
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
３
年
生
の

担
任
も
県
外
の
学
校
に
去
り
ま
し
た
が
、
３
年

生
は
全
員
叱
責
を
受
け
た
も
の
の
特
別
の
処

分
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
回
の
不

祥
事
に
学
校
は
重
い
処
分
を
科
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
生
徒
の
本
分
た
る
学
び
、
す
な
わ
ち
授
業

を
放
棄
し
た
こ
と
を
重
く
見
た
も
の
で
、
授
業

を
第
一
と
す
る
校
風
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、
５
年
生
の
軍
へ
の
熱
い
思
い
を
考

慮
し
て
、
11
日
の
演
習
参
観
後
の
12
日
に
申

し
渡
し
を
行
い
、
18
日
の
出
発
前
に
解
除
を

し
て
観
兵
式
を
拝
観
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 

し
か
し
、
新
聞
沙
汰
に
な
っ
た
不
祥
事
を
起

こ
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
た
め
か
、

1908(

明
治
41)

年
２
月
に
発
行
さ
れ
た
『
進
修

第
11
号
』
に
は
大
演
習
に
関
す
る
記
事
や
生

徒
の
作
文
は
全
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん(

昭

和
４
年
の
大
演
習
に
際
し
て
は
『
進
修
第
31

号
』
に｢

御
親
閲
記｣｢

御
親
閲
所
感｣｢

大
演
習

見
学｣

｢

陛
下
奉
迎｣

な
ど
、
生
徒
の
作
文
が
35

編
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す)

。 

こ
の
観
兵
式
拝
観
の
た
め
延
び
延
び
に
な

っ
て
い
た
創
立
10
周
年
記
念
式
典
並
び
に
端

艇
進
水
式
兼
競
漕
会
は
、
12
月
１
日
に
、
来

賓
330
余
名
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
幸
い
に
も
、｢

一
天
払
う
が
如
く
晴
日
暖

和
、
い
さ
さ
か
も
寒
さ
を
覚
え
ず｣

と
い
う
好

天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

 
(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 
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